
１
　
学
習
に
お
け
る
「
相
互
関
連
性
」
の
喚
起

ア
ー
サ
ー
・
ア
ッ
プ
ル
ビ
ー
（A

ppleb
ee,

2002

）
は
、
現
在
の
米
国
の
国

語
科
教
育
が
抱
え
る
困
難
さ
と
し
て
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
１
）
生
徒
に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と

（
２
）
宿
題
に
取
り
組
ま
せ
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と

（
３
）
国
語
の
「
正
典
」
と
さ
れ
て
き
た
テ
ク
ス
ト
を
教
え
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
た
こ
と

こ
れ
ら
は
け
っ
し
て
米
国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
国
語
科
教
育

に
お
い
て
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
困
難
さ
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
。

ア
ッ
プ
ル
ビ
ー
は
、
米
国
に
お
い
て
「
効
果
的
な
（effectiv

e

）」
成
果
を

挙
げ
た
学
校
に
お
け
る
国
語
科
教
育
実
践
を
分
析
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合

に
お
い
て
、
教
師
た
ち
は
「
レ
リ
バ
レ
ン
ス
（
関
連
性
）」
や
「
相
互
関
係
」

を
生
徒
た
ち
に
捉
え
さ
せ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
授
業
を
仕
組
ん
で
い
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
今
学
び
つ
つ
あ
る
こ
と
と
過
去
に
学
ん
だ
こ
と
と
の
「
レ
リ
バ
レ
ン

ス
（
関
連
性
）」
や
「
相
互
関
係
」
を
学
習
者
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ル
ビ
ー
は
そ
れ
を
「
相
互
関
係
性

（in
tercon

n
ected

n
ess

）」
と
呼
び
、
効
果
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
指
導
の
大

き
な
特
徴
で
あ
る
と
し
て
い
る
（A

pplebee,2002,p.32

）。
も
ち
ろ
ん
、「
相

互
関
連
性
」
は
過
去
の
学
習
体
験
の
想
起
と
い
う
こ
と
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
学
習
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
間
に
、
現
在
の
学
習
に

お
い
て
何
ら
か
の
か
た
ち
で
「
リ
ン
ク
」
を
築
こ
う
と
す
る
志
向
性
を
意
味
す

る
。

た
い
て
い
の
効
果
的
な
教
室
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
学
年
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
教
科
の
基
礎
と
な
る
教
科
専
門
領
域
に
明
確
な
焦
点
が
当
て
ら

れ
、
生
徒
た
ち
が
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
間
に
、
教
科
専
門
領
域
を

核
と
し
た
相
互
関
連
性
の
ウ
ェ
ブ
が
張
ら
れ
て
い
た
。（
中
略
＝
山
元
）

も
っ
と
も
効
果
的
な
実
践
で
は
、
そ
の
よ
う
な
リ
ン
ク
を
確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
の
多
彩
な
方
略
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
主
題
単
元
、
作
家
研
究
、

同
時
代
の
文
章
と
過
去
の
文
章
と
を
結
び
つ
け
る
学
習
、
正
典
と
オ
ー
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
（
代
替
的
）
な
伝
統
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

（A
pplebee,2002,p.32

）
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現
代
の
米
国
に
お
い
て
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

（g
rap

h
ic

n
ov

el

）
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
試
み
の

な
か
で
は
、
右
に
ア
ッ
プ
ル
ビ
ー
の
言
う
、
学
習
に
お
け
る
「
相
互
関
連
性
」

や
「
リ
ン
ク
」
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
学
習
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
こ
で
は
、
物
語
や
小
説
や
詩
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
置
き
換
え

る
と
い
う
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ノ
ベ
ル
は
正
典
に
対
す
る
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
（
も
う
一
つ
の
可
能
態
）
と

し
て
扱
わ
れ
、
両
者
を
結
び
つ
け
、
比
較
す
る
こ
と
で
、
学
習
者
に
リ
テ
ラ
シ

ー
学
習
の
機
会
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
米
国
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
教
材
論
・
学
習
論

を
手
が
か
り
に
、
テ
ク
ス
ト
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
（
視
覚
的
な
）
情
報
を
生
か

し
な
が
ら
「
相
互
関
連
性
」
の
喚
起
を
は
か
る
文
学
教
育
の
可
能
性
を
探
究
し

た
い
。

２
　
米
国
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
教
材
論
・
学

習
論
の
検
討

2.1

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
と
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

小
田
切
博
（
二
〇
〇
七
）
は
「
文
学
的
な
コ
ミ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
意
味
で
の

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
と
い
う
概
念
」
を
定
着
さ
せ
た
の
が
、
一
九
七
八
年

に
出
版
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー
（W

ill
E

isn
er

）
の
『
神
と
の
契
約

（C
on

tact
w

ith
G

od

）』
で
あ
る
と
し
、「
こ
の
作
品
集
が
リ
ア
ル
な
普
通
の

人
間
た
ち
の
日
常
の
ド
ラ
マ
を
文
学
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
以

後
の
狭
義
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
合
い
を
あ
る
種

決
定
付
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
言
う
（
小
田
切
、
二
〇
〇
七
、

一
七
二
頁
〜
一
七
三
頁
）。

た
と
え
ば
、
季
刊
『
本
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
の
二
〇
〇
一
年
冬
号
で
は
「
ア

メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
の
現
在
」
と
い
う
特
集
が
編
ま
れ
た
。『
マ
ウ
ス
』

の
作
者
ア
ー
ト
・
ス
ピ
ー
ゲ
ル
マ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
の
研
究
者
で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ゲ
ル
マ
ン
の
翻
訳
者
で
も
あ
る

小
野
耕
世
と
ア
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ス
ン
と
の
対
談
、
青
山
南
、
小
田
切
博
の
論

文
、
柴
田
元
幸
に
よ
る
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ヴ
ェ
ル
」
二
本
の
翻
訳
を
含
ん

で
い
る
他
、M

A
N

G
A

H
O

N
C

O

編
集
部
作
成
の
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
コ
ミ

ッ
ク
ス
を
中
心
に
し
た
ア
メ
リ
カ
・
マ
ン
ガ
は
や
わ
か
り
年
表
！
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
年
表
の
解
説
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
世
紀
の
初
め
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ン
ガ
は
お
も
に
日
刊
紙
に
載
る
「
コ

ミ
ッ
ク
ス
ト
リ
ッ
プ
」
だ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
「
コ
ミ

ッ
ク
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
冊
子
形
式
の
マ
ン
ガ
雑
誌
が
あ
ら
わ
れ
、
五
〇
年

代
に
は
『
Ｍ
Ａ
Ｄ
』
と
い
う
大
人
向
け
の
雑
誌
も
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、

セ
ッ
ク
ス
や
暴
力
表
現
を
規
制
す
る
「
コ
ミ
ッ
ク
ス
・
コ
ー
ド
（
倫
理
綱

領
）」
に
よ
っ
て
制
約
が
強
ま
る
と
、
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
や
動
物
も
の

な
ど
、
さ
し
さ
わ
り
の
な
い
作
品
ば
か
り
が
溢
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
な
か
、
六
〇
年
代
後
半
の
ヒ
ッ
ピ
ー
・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
に
強
い
影

響
を
受
け
て
あ
ら
わ
れ
た
の
が
「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ミ
ッ
ク

ス
」
だ
。
そ
の
後
も
、
七
〇
年
代
後
半
の
パ
ン
ク
・
カ
ル
チ
ャ
ー
、
九
〇

年
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
時
代
の
精
神
と
連
動
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
は
表
現
を
進
化
・
多
様
化
さ
せ
て
き
た
。
こ
う
し
た
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「
も
う
一
つ
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
流
れ
は
「
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ヴ
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
現
在
さ
か
ん
な
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
ノ
ヴ
ェ
ル
」
や
「
コ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」、「
マ
ン
ガ
批

評
」
も
、
そ
の
流
れ
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
。

（「M
A

N
G

A
H

O
N

C
O

」
編
集
部
、
二
〇
〇
一
、
一
〇
五
頁
傍
線
、
＝
山
元
）

こ
こ
で
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ヴ
ェ
ル
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
本

稿
に
言
う
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
あ
る
。
年
表
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
世
界
的
に
広
が
り
始
め
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ

ヴ
ェ
ル
」
の
出
版
が
隆
盛
を
迎
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

が
ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
の
「
も
う
一
つ
の
」
歴
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る１

。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
「
も
う

一
つ
」
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
の
な
か
で
「
文
学
的
」
と
呼
ば
れ
る
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が
生
み
出
さ
れ
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
素
材
と
し
て
迎
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
（S
ch

w
artz,

2006

）
は
、
米
国
の
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
国
語
学
習
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
用
い
て
生
徒
た
ち

の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
拡
張
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
は
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
た
め
に
多
く
の
可
能
性
を
持
つ
と

言
う
。
彼
女
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
「『
本
物
』
の
本
と
し
て
装
幀
さ
れ

た
、
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
よ
り
も
長
く
て
よ
り
ア
ー
ト
フ
ル
な
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
」

で
あ
る
と
定
義
し
、
こ
れ
が
生
徒
た
ち
の
読
書
意
欲
を
増
進
す
る
働
き
を
有
し

て
い
る
と
言
う
。
そ
し
て
「
多
様
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
成
す
る
た
め
に
、
中
等

学
校
の
国
語
の
教
師
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
探
し
て
、
使
う
時
代
が
到
来

し
た
」
と
言
う
（S

ch
w

artz,
2006,

p
.58

）。
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
は
、
ジ
ョ
エ

ル
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
の
『
戦
争
中
毒
―
ア
メ
リ
カ
が
軍
国
主
義
を
抜
け
出
せ

な
い
本
当
の
理
由
』（
き
く
ち
ゆ
み
監
訳
、
合
同
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
等
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
扱
い
方
を
議
論
し
、
そ
れ
ら
が
「
伝
統
的
な
リ
テ
ラ

シ
ー
の
目
標
を
推
進
す
る
の
に
有
効
」
で
あ
る
一
方
で
、「
教
師
に
対
し
て
は
、

多
様
性
を
擁
護
し
、
教
室
に
お
け
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ

ー
―
す
な
わ
ち
全
員
に
声
を
与
え
る
リ
テ
ラ
シ
ー
―
を
実
行
す
る
機
会
を
提

供
し
、
生
徒
に
対
し
て
は
、
不
公
平
を
広
め
る
考
え
や
実
践
を
吟
味
検
討
す
る

た
め
の
手
助
け
を
す
る
」（S

ch
w

artz,2006,p.62

）
と
し
て
い
る
。「
伝
統
的

な
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
い
ず

れ
の
育
成
に
つ
い
て
も
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が
高
校
生
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
だ
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
般
に
わ
た

っ
て
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
成
す
る
可
能
性
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
に
見
て
い
る

の
で
あ
る
。

2.2

カ
ー
タ
ー
編
著
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
築
く
』
の
検
討

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
バ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
タ
ー
編
著
『
さ
ま
ざ
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ

ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
く
―
ペ
ー
ジ
ご
と
に
、
コ
マ
ご

と
に
―
』（C

arter
ed.,

2007

）
も
、
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
の
論
文
と
同
じ
く
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
に
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
方
法
を
追
究
し
た
論
文
集
で

あ
る
。
同
書
は
、
次
の
一
〇
章
か
ら
成
る
。

１．

は
じ
め
に

―
ニ
ッ
チ
を
刻
む
こ
と：

国
語
科
授
業
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
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（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
バ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
タ
ー
）

２．

国
語
を
変
え
る
―
ク
ラ
ス
全
体
で
読
む
小
説
の
再
検
討
と
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
た
め
の
余
地
を
設
け
る
こ
と
、
そ
し
て

（
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
ナ
ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
）

３．
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
と
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
家
族
の
物
語
を
通
し
て
歴
史
を
示
し
、
語
る
こ
と

（
マ
リ
ア
・
ハ
リ
ス
）

４．

今
日
の
私
た
ち
の
生
き
る
世
界
に
ヘ
ス
タ
ー
・
プ
リ
ン
た
ち
は
い
る

の
か
？
―
『
十
代
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
お
も
し
ろ
い
「
本
当
の
」
話
』

を
『
緋
文
字
』
と
比
べ
る

（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
バ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
タ
ー
）

５．
『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』
を
視
覚
化
す
る
―
古
英
語
が
画
像
を
得
る
―

（
Ｊ
・
Ｄ
・
シ
ュ
ラ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
）

６．

Ｌ
・
フ
ラ
ン
ク
・
ボ
ー
ム
、
ル
ー
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
バ

リ
、
そ
し
て
『
ポ
ッ
プ
・
ガ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
―
フ
ァ
レ
ル
・
ダ
リ
ン
プ
ル

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
古
典
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
教
え
る
―

（
ラ
ン
ダ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
）

７．

一
切
の
望
み
は
捨
て
よ
　
汝
ら
　
わ
れ
を
く
ぐ
る
者
―
『
Ｘ
メ
ン
』

に
お
け
る
ダ
ン
テ
『
神
曲
―
地
獄
篇
』
の
旅（

ド
ン
・
レ
イ
ボ
ー
ル
ド
）

８．

反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
多
モ
ー
ド
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

デ
ィ
ケ
ン
ズ
『
オ
リ
バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
』
と
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー

『
ユ
ダ
ヤ
人
フ
ェ
イ
ギ
ン
』

（
ア
レ
ン
・
ウ
ェ
ッ
ブ
と
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ギ
ス
ガ
ン
ド
）

９．

都
市
部
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
、
ア
ニ
メ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
る

（
ナ
ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
と
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
）

10．
『
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
・
ア
ル
テ
ィ
メ
イ
テ
ッ
ド
』
と
生
徒
が
生
み
出

す
古
典
―
本
物
の
声
と
本
物
の
詳
細
な
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出
す
た
め

に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
と
コ
ミ
ッ
ク
を
用
い
る

（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
バ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
タ
ー
）

い
ず
れ
も
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
て
、
リ
テ
ラ
シ
ー
間

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
（
関
連
性
）
を
築
く
方
策
に
つ
い
て
の
実
践
構
想
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
リ
テ
ラ
シ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

（
関
連
性
）」
と
い
う
問
題
が
重
ん
じ
ら
れ
る
根
拠
は
、
前
項
で
取
り
上
げ
た
ア

ッ
プ
ル
ビ
ー
の
見
解
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
に
展
開
さ
れ
た
実
践
構
想
の
多
く
は
「
活
字
テ
ク
ス
ト
（p

rin
ted

tex
t

）」（
主
と
し
て
小
説
）
を
伴
う
。
編
著
者
で
あ
る
カ
ー
タ
ー
は
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
や
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
、
マ
ン
ガ
を
、
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー
の

用
語
を
用
い
て
「
連
続
的
芸
術
（sequ

en
tialarts

）」
で
あ
る
と
し
た
。
本
書

冒
頭
の
「
ニ
ッ
チ
を
刻
む
」
と
い
う
論
考
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
書
で
は
、
読
者
諸
賢
が
す
で
に
生
徒
と
学
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
印

刷
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
生
徒
を
か
か
わ
ら
せ
る
た
め
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ノ
ベ
ル
を
用
い
る
ア
イ
デ
ア
や
適
用
の
仕
方
を
提
供
す
る
。
学
校
の
教

師
、
大
学
教
授
、
教
育
専
門
職
で
あ
る
寄
稿
者
の
多
く
が
、
現
に
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
自
分
の
ク
ラ
ス
で
教
え
た
り
、
か
つ
て
教
え
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
若
者
た
ち
が
こ
れ
ら
の
連
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続
的
芸
術
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
魅
了
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で

あ
る
。（C

arter,2007,p.3

）

こ
の
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
く
』

に
収
め
ら
れ
た
論
考
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
主
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ

ベ
ル
と
活
字
テ
ク
ス
ト
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
と
も
に
邦
訳
が
あ
る

場
合
に
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
の
情
報
を
〔

〕
内
に
掲
げ
た
）。

第
１
章
（
カ
ー
タ
ー
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

S
pieg

elm
an

,
A

rt
(1986)

M
aus

I:
A

suvivor’s

tale.N
ew

Y
ork:P

an
th

eon
.

〔
ア
ー
ト
・
ス
ピ
ー
ゲ
ル
マ
ン
／
小
野
耕
世
訳
『
マ

ウ
ス
―
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
を
生
き
延
び
た
父
親
の
物
語
―
』
晶
文
社
、
一
九
九
一
年
〕

第
２
章
（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
フ
レ
イ
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

E
isn

er,
W

ill
(2000)

N
ew

Y
ork:

T
he

B
ig

C
ity.

N
ew

Y
ork:D

C
com

ics.

第
３
章
（
ハ
リ
ス
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

S
atrapi,M

arjan
e

(2003)
P

ersepolis:
T

he
story

ofa
childhood.N

ew
Y

ork:P
an

th
eon

.

〔
マ
ル
ジ
ャ
ン
・
サ
ト
ラ
ピ
／
園
田
恵

子
訳
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
―
イ
ラ
ン
の
少
女
マ
ル
ジ
―
』
バ
ジ
リ
コ
、
二
〇
〇
五
年
〕

活
字
テ
ク
ス
ト

Ji-li
Jian

(1997)
R

ed
Scarf

G
irl

,
H

arperC
ollin

s.
（
ジ

ー
・
リ
ー
・
ジ
ア
ン
『
赤
い
ス
カ
ー
フ
の
少
女
』）、Ju

lia
A

lv
a

rez
(

2
0

0
2

)

B
efore

W
e

W
ere

F
ree,

R
an

dom
H

ou
se.

（
フ
ー
リ
ア
・
ア
ル
バ
レ
ス
『
自
由

を
手
に
入
れ
る
ま
で
』）、M

ildred
T

ay
lor

(1997)
R

oll
of

T
hunder,

H
ear

M
y

C
ry,P

u
ffin

B
ooks.

（
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
・
タ
イ
ラ
ー
『
雷
の
響
き
よ
、
僕
の
叫

び
を
聞
け
』）、G

rah
am

S
alisb

u
ry

(1994)
U

nder
the

B
lood-R

ed
Sun,

R
an

dom
H

ou
se.

〔
グ
レ
ア
ム
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
／
さ
く
ま
ゆ
み
こ
訳
『
そ
の
時

ぼ
く
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
い
た
』
徳
間
書
店
、
一
九
九
八
年
〕

第
４
章
（
カ
ー
タ
ー
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

A
rn

old
i,

K
ath

erin
e

(1998)
T

h
e

a
m

a
zin

g

“
true”

story
ofa

teenage
single

m
om

.N
ew

Y
ork:H

y
perion

.

活
字
テ
ク
ス
ト

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
『
緋
文
字
』〔
八
木
敏
雄
訳
、
岩
波
文

庫
、
一
九
九
二
年
〕

第
５
章
（
シ
ュ
ラ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

H
in

ds,
G

areth
(2000)

T
he

C
ollected

B
eow

ulf.

C
am

bridg
e,M

A
:T

H
E

C
O

M
IC

.C
O

M
.

活
字
テ
ク
ス
ト

『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』〔
忍
足
欣
四
郎
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
〇
年
／

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
サ
ト
ク
リ
フ
再
話
・
井
辻
朱
美
訳
、
原
書
房
、
二
〇
〇
二
年
〕

第
６
章
（
ク
ラ
ー
ク
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

D
alry

m
p

le,
F

arel
(2003)

P
o

p
G

u
n

W
a

r.

M
ilw

au
kie,O

R
:D

ark
H

ou
se

C
om

ics.

活
字
テ
ク
ス
ト
バ
リ
『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』〔
秋
田
博
訳
、
角
川
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
〕、

ボ
ー
ム
『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』〔
幾
島
伸
子
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
〕、
キ

ャ
ロ
ル
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』〔
矢
川
澄
子
訳
、
新
潮
文
庫
、
一
九
九
四
年
〕
他
。

第
７
章
（
レ
イ
ボ
ー
ル
ド
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

C
larem

on
t,

C
.

&
C

ock
ru

m
,

D
.

(2001)
T

he

E
ssential

X
-M

en
vol.III:

U
ncanny

X
-m

en
#145-161

and
X

-M
en

A
nnuals

#3-5.
N

ew
Y

ork:
M

arvel
C

om
ics.

〔
麻
宮
騎
亜
著
『
Ｘ
｜
Ｍ
Ｅ
Ｎ
―
ア
ン
キ

ャ
ニ
ー
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
）
ほ
か
、『
Ｘ
｜
Ｍ
Ｅ
Ｎ
』
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
新

潮
社
か
ら
日
本
語
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。〕

活
字
テ
ク
ス
ト

ダ
ン
テ
『
神
曲
―
地
獄
篇
』〔
山
川
丙
三
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
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五
二
年
／
寿
岳
文
章
訳
、
集
英
社
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
〕

第
８
章
（
ウ
ェ
ッ
ブ
と
ギ
ス
ガ
ン
ド
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

E
isn

er,W
ill(2003)

F
agin

the
Jew

.N
ew

Y
ork:

D
ou

bleday
.

活
字
テ
ク
ス
ト

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
『
オ
リ
バ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
』〔
中
村
能

三
訳
、
新
潮
文
庫
、
一
九
五
五
年
・
二
〇
〇
五
年
改
版
〕

第
９
章
（
フ
レ
イ
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

E
isn

er,
W

ill
(2000)

N
ew

Y
ork:

T
he

B
ig

C
ity.

N
ew

Y
ork:D

C
com

ics.

第
10
章
（
カ
ー
タ
ー
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

U
ltim

ate
Spiderm

an
V

olum
e1,

M
arv

el,
2000.

〔
柳
享
英
訳
『
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
　
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
　
１
』、
新
潮
社
、
二
〇
〇
三

年
〕

映
画
に
も
な
っ
て
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
『
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
』

を
扱
っ
た
も
の
も
あ
る
（
10
章
）。
ま
た
、
１
章
と
３
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
に
は
つ
と
に
翻
訳
が
あ
り
、
わ
が
国
で
も
少
な
か
ら
ぬ
読

者
を
獲
得
し
て
い
る
も
の
だ
。
２
章
・
８
章
、
及
び
９
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー
は
、
先
に
引
用
し
た
小
田
切
博
の
言
に
よ
れ
ば
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
祖
と
言
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
５
章
で
は
英
国
中
世

の
英
雄
叙
事
詩
『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
版
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
６
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
『
ポ
ッ
プ
・
ガ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
は
、

三
つ
の
古
典
的
な
児
童
文
学
を
先
行
テ
ク
ス
ト
と
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
活
字
テ
ク
ス
ト
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
伝

統
的
な
テ
ク
ス
ト
ば
か
り
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
が
日
々
の
生
活
の
な
か
で
自
発

的
に
読
む
も
の
と
は
考
え
が
た
い
（『
緋
文
字
』
や
『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』
や
『
神

曲
』
な
ど
は
、
米
国
の
中
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
明
ら
か
に
な
じ
み
の

薄
い
古
典
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
ら
の
活
字
テ
ク
ス
ト
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る

教
材
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
。
本
書
の
各
論
は
、
こ
う
し
た
伝
統

的
な
テ
ク
ス
ト
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒

た
ち
の
う
ち
に
「
相
互
関
連
性
」
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
試
み
な
の
で
あ

る
。編

者
カ
ー
タ
ー
の
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
、
国
語
学
習
の
成
立
に
果
た
す

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
役
割
を
考
え
、「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
文
学
教
育
」
の
成

立
要
件
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
は
、
こ
と
ば
と
絵
と
の
完
全
な
混
成
物
、
テ
ク
ス

ト
と
し
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
の
完
全

な
混
成
物
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
重
要
で
、
ユ
ニ
ー
ク
で
現
代
的
な
マ
ル

チ
リ
テ
ラ
シ
ー
体
験
を
も
た
ら
す
。（C

arter,2007,p.7

）

こ
の
よ
う
な
カ
ー
タ
ー
の
見
方
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
彼
が
次
の
よ

う
に
述
べ
る
現
代
米
国
に
お
け
る
「
リ
テ
ラ
シ
ー
観
」
の
変
容
で
あ
る
。

現
代
の
リ
テ
ラ
シ
ー
観
で
は
、
テ
ク
ス
ト
が
も
は
や
単
に
頁
上
の
こ
と
ば

の
こ
と
で
は
な
く
、
読
み
書
き
で
き
る
ひ
と
び
と
を
取
り
巻
く
世
界
の
な

か
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
読
み
書
き
で
き
る
ひ
と
と
は
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
な
も
の
で
あ
れ
、
多
様
な
テ
ク
ス
ト
を
「
読
む
」
こ
と
の
で
き
る
ひ

と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
と
ば
と
世
界
と
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
ひ
と
の
こ

と
で
あ
る
。（C

arter,2007,p.12

）

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
。
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明
ら
か
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
は
生
徒
が
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
リ
テ
ラ

シ
ー
を
発
達
さ
せ
る
た
め
の
、
豊
か
で
刺
激
的
な
手
段
を
提
供
す
る
。
そ

し
て
、
二
重
コ
ー
ド
化
（du

alcodin
g

）
に
つ
い
て
の
研
究
が
さ
ら
に
進

め
ば
、
連
続
的
芸
術
は
国
語
科
授
業
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
場
所
を
す
ら

占
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。（C

arter,2007,pp.12-13

）

カ
ー
タ
ー
が
こ
こ
で
指
摘
し
て
い
る
「
二
重
コ
ー
ド
化
」（
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル

表
現
の
コ
ー
ド
と
言
語
表
現
の
コ
ー
ド
と
が
二
重
に
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
）
は
、
書
記
言
語
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
小
説
で
は
よ
ほ
ど
実
験
的
な
作

品
で
も
な
い
か
ぎ
り
求
め
る
こ
と
の
難
し
い
も
の
で
あ
る
。「
連
続
的
芸
術
」

と
し
て
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
は
絵
と
文
と
の
合
成
と
そ
の
連
続
に
よ
っ

て
テ
ク
ス
ト
が
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
の
表
現
を
支
え
る
二
重
の

コ
ー
ド
を
ど
の
よ
う
に
読
み
取
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（
奥
泉
、
二
〇
〇
五
）
の
実
相
を
捉
え
る
上
で

も
重
要
で
あ
る
し
、
こ
れ
か
ら
の
リ
テ
ラ
シ
ー
観
を
考
え
て
い
く
上
で
も
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
読
み
、
解
釈
し
、
批
評
す
る
学
習

の
な
か
で
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2.2.1

事
例
１
―
マ
ル
ジ
ャ
ン
・
サ
ト
ラ
ピ
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
A

』

『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
く
』
の
第

３
章
に
あ
た
る
マ
リ
ア
・
ハ
リ
ス
稿
「『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
と
い
く
つ
か
の

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
の
物
語
を
通
し
て
歴
史
を

示
し
、
語
る
こ
と
」
で
は
、
マ
ル
ジ
ャ
ン
・
サ
ト
ラ
ピ
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』

を
扱
っ
た
実
践
の
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
四
冊
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

小
説
と
サ
ト
ラ
ピ
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
と
を
併
せ
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比

較
し
な
が
ら
学
習
を
展
開
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

近
年
、
国
語
科
で
は
、
教
室
に
お
い
て
家
族
と
い
う
概
念
を
探
る
こ
と

の
持
つ
力
に
注
意
が
払
わ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
９
／
１
１
の
よ
う

な
出
来
事
や
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
若
者
た
ち
は
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
以
外
の
世
界
に
関
心
を
持
っ
た
り
、
自
分
た
ち
と
自
分
た
ち

の
家
族
の
未
来
に
つ
い
て
心
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
論
文

は
、
中
学
校
の
文
学
お
よ
び
社
会
科
の
授
業
に
応
じ
た
、
学
際
的
な
単
元

の
た
め
の
一
連
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

（H
arris,in

C
arter

(ed.)
2007,p.38

）

ハ
リ
ス
は
、
世
界
に
立
ち
向
か
う
家
族
を
扱
っ
た
古
典
的
な
作
品
と
し
て
ま

ず
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
（『
不
思
議
の
島
の
フ
ロ
ー
ネ
』）
に
も
な
っ
た
ヨ

ハ
ン
・
ウ
ィ
ー
ス
の
『
家
族
ロ
ビ
ン
ソ
ン
』
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ
こ
で
表

現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
と
現
代
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
と
の
違
い
を
強
調

し
、
世
界
に
立
ち
向
か
う
家
族
を
扱
っ
た
現
代
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
や
偏
見
（
先
入
観
）
の
帯
び
る
破
壊
性
に
つ
い
て

大
切
な
洞
察
を
も
た
ら
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
ハ
リ
ス
は
、
イ
ラ
ン
革
命
の
時
を
生
き
た
少
女
マ
ル
ジ
と
そ
の
家

族
の
姿
を
描
い
た
サ
ト
ラ
ピ
の
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
を
皮
切
り
に
、
中
国
の

文
化
大
革
命
を
生
き
た
少
女
ジ
ー
・
リ
ー
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
自
伝
的
小
説
、

ジ
ー
・
リ
ー
・
ジ
ア
ン
『
赤
い
ス
カ
ー
フ
の
少
女
』、
ド
ミ
ニ
カ
生
ま
れ
の
少

女
ア
ニ
タ
の
姿
を
描
く
フ
ー
リ
ア
・
ア
ル
バ
レ
ス
の
『
自
由
を
手
に
入
れ
る
ま

で
』、
奴
隷
制
度
の
時
代
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
を
生
き
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人

の
家
族
を
描
く
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
・
タ
イ
ラ
ー
の
『
雷
の
響
き
よ
、
僕
の
叫
び
を
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聞
け
』、
さ
ら
に
、
日
系
の
少
年
ト
ミ
カ
ズ
を
主
人
公
と
し
て
第
二
次
世
界
大

戦
の
直
中
で
の
米
国
に
お
け
る
日
系
人
差
別
を
描
い
た
グ
レ
ア
ム
・
ソ
ー
ル
ズ

ベ
リ
ー
の
『
そ
の
時
ぼ
く
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
い
た
』
と
い
っ
た
、
い
ず
れ

も
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
書
か
れ
た
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
を
読
み
、
書
き
、

議
論
す
る
と
い
う
「
単
元
」
を
提
案
し
た
。

た
と
え
ば
、
こ
の
「
単
元
」
に
お
い
て
ハ
リ
ス
は
「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

書
く
こ
と
の
た
め
の
話
題
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
一
六
の
項
目
を
提
示
し
て
い

る
。
ハ
リ
ス
の
考
案
す
る
学
習
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
の
で
、
少
し
長
い
引
用
に
な
る
が
左
に
訳
出
す
る
。

①
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
を
読
む
前
に
、
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
印

象
と
連
想
す
る
こ
と
を
書
き
留
め
な
さ
い
。
後
で
、
自
分
の
見
方
が
変
わ
っ

た
か
ど
う
か
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
も
し
も
そ
の
答

え
が
イ
エ
ス
な
ら
、
そ
れ
は
ど
ん
な
ふ
う
に
変
わ
っ
た
か
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
も
い
い
。

②
マ
ル
ジ
の
家
族
は
、
権
力
を
握
っ
て
い
る
人
々
と
宗
教
的
な
信
条
を
共
有

し
て
い
な
い
の
で
、
時
に
迫
害
に
あ
う
こ
と
に
な
る
（『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス

Ⅰ
』）。
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
・
タ
イ
ラ
ー
の
小
説
に
登
場
す
る
白
人
た
ち
の
家
族

は
、
自
分
た
ち
が
教
会
通
い
す
る
こ
と
が
ロ
ー
ガ
ン
た
ち
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
の
家
族
に
い
や
が
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
（『
雷

の
響
き
よ
、
僕
の
叫
び
を
聞
け
』）。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
に
お
け
る
宗
教
的
な

見
解
と
倫
理
的
行
動
と
の
間
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
？

何

ら
か
の
相
関
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

③
マ
ル
ジ
は
友
だ
ち
が
学
校
を
「
さ
ぼ
る
」
と
き
に
い
っ
し
ょ
に
つ
い
て
い

く
（『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』）。
Ｔ
・
Ｊ
・
エ
イ
ヴ
リ
ー
は
店
を
襲
う
と
き
に

白
人
の
「
友
だ
ち
」
に
加
わ
る
（『
雷
の
響
き
よ
、
僕
の
叫
び
を
聞
け
』）。

ビ
リ
ー
・
デ
イ
ビ
ス
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
ト
ミ
カ
ズ
の
方
を
向
く
（『
そ
の
時

ぼ
く
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
い
た
』）。
そ
し
て
ジ
ー
・
リ
ー
は
教
師
を
非
難

す
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
る
（『
赤
い
ス
カ
ー
フ
の
少
女
』）。
そ
れ
ぞ
れ
の

小
説
の
な
か
で
、
友
だ
ち
の
圧
力
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
？

登

場
人
物
た
ち
の
あ
い
だ
で
の
友
だ
ち
の
圧
力
は
、
あ
な
た
の
中
学
校
で
の
友

だ
ち
の
圧
力
と
ど
の
よ
う
に
似
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
違
っ
て
い
る
か
？

ま
た
、『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
と
『
赤
い
ス
カ
ー
フ
の
少
女
』
と
『
雷
の
響

き
よ
、
僕
の
叫
び
を
聞
け
』
の
な
か
に
、
暴
徒
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
か
？

ジ
ー
・
リ
ー
自
身
は
最
初
、
店
の
ネ
オ
ン
を
壊
す
暴
徒
に
積
極
的

に
加
わ
っ
た
（『
赤
い
ス
カ
ー
フ
の
少
女
』）。
ひ
と
は
、
大
き
な
集
団
の
な

か
に
い
る
と
き
、
他
の
環
境
の
な
か
に
い
る
と
き
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る

行
動
を
と
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
れ
ら
の
小
説
の
な
か
に
、
あ
る
い
は
あ
な

た
自
身
の
経
験
の
な
か
に
探
っ
て
み
よ
う
。

④
こ
れ
ら
の
小
説
の
な
か
で
特
別
な
色
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か

調
べ
よ
う
。
黒
、
白
、
赤
（『
赤
い
ス
カ
ー
フ
の
少
女
』）、
紫
（『
自
由
を
手

に
入
れ
る
ま
で
』）、
そ
の
他
の
あ
な
た
た
ち
が
気
づ
い
た
色
に
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
つ

い
て
関
係
す
る
ひ
と
び
と
、
も
の
、
形
容
詞
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
色
に

つ
い
て
の
表
を
作
っ
て
み
よ
う
。

⑤
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
は
単
純
に
白
黒
で
描
か
れ
て
い
る
。
も
し
も
カ
ラ

ー
で
描
か
れ
て
い
た
ら
こ
の
小
説
全
体
は
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
見
え
る
だ
ろ

う
か
？
作
者
サ
ト
ラ
ピ
は
な
ぜ
白
黒
だ
け
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
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で
い
い
と
思
う
か
、
そ
う
は
思
わ
な
い
か
？
説
明
し
な
さ
い
。

⑥
各
々
の
小
説
に
お
い
て
、
学
校
は
時
々
休
校
に
な
っ
た
り
、
永
遠
に
閉
校

し
た
り
、
政
治
的
・
社
会
的
出
来
事
の
結
果
と
し
て
何
ら
か
の
変
貌
を
遂
げ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
学
校
は
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
の
政

治
や
偏
見
に
ど
の
よ
う
に
抵
抗
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
て
い
る
の
か
？

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
階
級
、
人
種
、
民
族
的
背
景
を
持
つ
生
徒
た
ち
は
、
公
式

に
あ
る
い
は
非
公
式
に
、
ど
の
程
度
分
離
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

⑦
各
々
の
小
説
は
、
あ
る
登
場
人
物
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
サ
ト
ラ

ピ
の
小
説
の
２
コ
マ
目
は
、
マ
ル
ジ
の
ク
ラ
ス
写
真
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

マ
ル
ジ
の
写
真
は
そ
こ
で
慎
重
に
「
削
除
」
さ
れ
て
い
る
。「
私
は
左
端
に

い
て
、
ほ
と
ん
ど
写
っ
て
い
な
い
。」（
園
田
恵
子
訳
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』「
ヴ

ェ
ー
ル
」
の
章
の
２
コ
マ
目
）
実
際
、
ヴ
ェ
ー
ル
は
語
り
手
の
完
璧
な
象
徴
で

あ
り
、
見
ら
れ
な
い
で
見
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
な
方
法
で
各
々
の
語
り
手
は
出
来
事
の
観
察
者
な
い
し
報
告
者
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
編
集
者
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

⑧
こ
れ
ら
の
小
説
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
重
要
な
人
物
と
し
て
少

年
た
ち
を
含
ん
で
い
る
。
あ
な
た
の
意
見
を
助
け
る
特
別
な
例
さ
え
与
え
ら

れ
た
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
な
か
で
男
の
子
か
女
の
子
に
な
る
の
は
よ
り

む
ず
か
し
く
思
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
皮
肉
に
も
、
ア
ニ
タ
の
兄
で

あ
る
マ
ン
デ
ィ
ン
は
、
祖
国
か
ら
逃
げ
出
す
た
め
に
女
装
し
た
。
逆
に
、
妹

の
ル
シ
ン
ダ
は
ト
ゥ
ル
ジ
ヨ
の
目
を
引
く
ほ
ど
か
わ
い
か
っ
た
の
で
、
危
険

な
目
に
あ
う
こ
と
に
な
る
（『
自
由
を
手
に
入
れ
る
ま
で
』）。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の

な
か
で
、
男
の
子
や
女
の
子
は
ど
の
よ
う
な
異
な
っ
た
種
類
の
危
険
に
あ
う

の
だ
ろ
う
か
。

⑨
抑
圧
的
な
政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
働
か
せ
る
方
法
の
一
つ
に
検
閲
を
通

じ
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、『
赤
い
ス
カ
ー
フ
の
少
女
』
に
お
け
る
ホ

ン
の
新
聞
雑
誌
売
店
の
破
壊
の
よ
う
な
暴
力
的
な
も
の
に
な
っ
た
り
、『
雷

の
響
き
よ
〜
』
の
グ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
古
く
さ
い
偏
向
し

た
歴
史
教
科
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
に
あ
ら
わ

れ
た
り
す
る
。
あ
な
た
は
、
こ
れ
ら
の
小
説
の
な
か
に
、
検
閲
の
例
を
他
に

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

ロ
ー
ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス
・
ワ
イ
ル

ダ
ー
の
『
大
草
原
の
小
さ
な
家
』
の
よ
う
な
本
で
さ
え
も
、
不
適
切
で
あ
る

と
の
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
検
閲
に
よ
る
攻
撃
の
対
象

と
さ
れ
て
き
た
本
の
リ
ス
ト
を
見
つ
け
な
さ
い
。
そ
う
し
た
本
の
い
く
つ
か

を
あ
な
た
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
？

検
閲
の
原
則
に
賛
成
で
き
る
か
？

も
し
賛
成
で
き
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
の
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
？

⑩
こ
れ
ら
の
小
説
は
奴
隷
制
に
つ
い
て
の
小
説
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
、
不

正
に
投
獄
さ
れ
た
ひ
と
び
と
が
登
場
す
る
し
、
あ
る
場
合
に
は
処
刑
さ
れ

る
。
ま
た
、
監
獄
そ
の
も
の
に
は
入
ら
な
く
て
も
、
言
論
や
教
育
、
旅
行
、

仕
事
、
服
装
に
関
し
て
ま
っ
た
く
自
由
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
自
由
を

手
に
入
れ
る
ま
で
』
と
い
う
小
説
は
、
タ
イ
ト
ル
の
な
か
で
明
確
に
自
由
と

い
う
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
ど
の
程
度
他
の
小
説
に
も

あ
て
は
ま
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？

⑪
メ
ア
リ
ー
・
ロ
ー
ガ
ン
は
傲
慢
に
も
教
科
書
の
扉
を
の
り
付
け
し
て
し
ま

い
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
意
思
表
示
を
し
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
ロ
ー
ガ
ン
は
ぬ
か
る

み
の
道
に
溝
を
掘
っ
て
、
白
人
バ
ス
へ
の
仕
返
し
を
試
み
（『
雷
の
響
き
よ
、
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僕
の
叫
び
を
聞
け
』）、
マ
ル
ジ
は
教
師
に
反
抗
し
た
（『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』）。

『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
で
は
、
さ
さ
い
な
サ
イ
ン
が
政
治
的
な
意
味
を
帯
び

る
。
ア
ニ
タ
が
日
記
を
書
い
た
と
た
ん
に
そ
の
内
容
を
消
し
た
こ
と
や
、
ト

ミ
カ
ズ
が
最
後
の
二
羽
の
鳩
を
殺
す
こ
と
を
拒
ん
だ
こ
と
は
、
主
人
公
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
振
る
舞
い
で
あ
る
（『
そ
の
時
ぼ
く
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
い

た
』）。
ク
ラ
ス
で
、
登
場
人
物
の
一
人
一
人
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
反
抗
の
手
だ
て
を
す
べ
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
な
さ
い
。

⑫
こ
れ
ら
の
小
説
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
自
分
自
身
や
他
の
ひ
と
を
守
る
た

め
に
嘘
を
つ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
マ
ル
ジ
が
言
う
よ
う
に
、「
嘘
を
つ
く
の

は
初
め
少
し
難
し
か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
た
。」（S

atorapi,2003,p.75

）

マ
ル
ジ
は
、
彼
女
が
洋
服
を
着
て
い
る
と
脅
か
す
女
性
に
嘘
を
つ
く
が
、
母

親
に
も
学
校
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
し
て
い
る
と
嘘
を
つ
く
。
ど
の
よ
う
な
種
類
の

嘘
が
あ
る
か
？

ど
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
あ
れ
ば
嘘
を
つ
く
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
英
雄
的
な
こ
と
に
す
ら
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

真
実
を
言
う
こ
と
が

ひ
と
び
と
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
と
き
が
、
こ
れ
ら
の
小
説
に
あ
る
だ
ろ

う
か
？

⑬
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
を
読
み
終
え
た
後
、
ヴ
ィ
エ
ナ
の
学
校
に
留
学
し

た
マ
ル
ジ
に
何
が
起
こ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
な
さ
い
（
二
〇
〇
四

年
に
サ
ト
ラ
ピ
は
続
編
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅱ
―
マ
ル
ジ
、
故
郷
に
帰
る
―
』
を
出
版

す
る
。）。
彼
女
は
ど
の
よ
う
に
適
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

家
族
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
寂
し
く
思
わ
な
い
だ
ろ
う
か
？

ど
の
よ
う
な
試
練
が
彼
女
を

待
ち
か
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

⑭
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
に
お
い
て
、「
家
庭
」
が
安
全
な
避
難
場
所
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
マ
ル
ジ
の
家
族
は
、
当
局

の
突
然
の
立
ち
入
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
た
え
ま

な
い
爆
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
（『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』）。
秘
密
警
察
が
入
り

込
み
、
ア
ニ
タ
の
家
族
は
軟
禁
状
態
に
あ
る
。
ジ
ー
・
リ
ー
の
家
族
は
ア
パ

ー
ト
で
襲
わ
れ
る
。
そ
し
て
キ
ャ
シ
ー
の
家
族
は
白
人
の
自
警
団
に
よ
る
夜

ご
と
の
「
家
庭
侵
略
」
に
怯
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ア
ニ
タ
の
祖
父
母
の
ア
パ
ー
ト
さ
え
も
ド
ア
マ
ン
に
「
見
張
ら
れ
て
」
い

る
。
ア
ニ
タ
は
そ
こ
に
い
な
い
ふ
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（『
自
由
を
手

に
入
れ
る
ま
で
』）。
な
ぜ
な
ら
、「
祖
父
母
の
部
屋
に
い
っ
し
ょ
に
い
る
こ
と

は
一
種
の
不
法
行
為
だ
っ
た
か
ら
だ
。」（A

lvarez,
2002,

p.140

）
こ
う
し

た
家
庭
に
対
す
る
態
度
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
れ
ら
の
登
場
人
物
の
幾
人
か
は
、
作
者
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
、
最
終
的
に
は
自
分
の
家
庭
や
故
郷
を
後
に
す
る
。
彼
ら
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

ト
ミ
カ
ズ
の
グ
ラ
ン
パ
（
祖
父
）
は
、
日

本
を
後
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
？
（『
そ
の

時
ぼ
く
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
い
た
』）

⑮
こ
と
ば
自
体
は
ひ
と
を
欺
く
も
の
に
も
、
慎
重
に
意
味
を
隠
す
も
の
に
も

な
り
う
る
。
ク
ラ
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
の
な
か
の
「
コ
ー
ド
」
に
な
る

こ
と
ば
や
、
ス
ラ
ン
グ
や
ジ
ャ
ー
ゴ
ン
に
つ
い
て
、
進
行
中
の
「
辞
書
」
を

作
ろ
う
。
あ
る
場
合
に
は
、「
四
歳
児
た
ち
（fou

rolds

）」
の
よ
う
に
、
一

般
的
な
対
象
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
直
す
こ
と
が
そ
れ
ら
を
悪
霊
と
し
て
描
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
別
の
場
合
に
は
、
銃
の
よ
う
な
危
険
で
恐
る
べ
き
対
象

が
、「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
た
め
の
「
必
需
品
」
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
無
害
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑯
つ
ね
に
理
想
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
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祖
父
母
は
ど
の
小
説
で
も
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ト
ミ

カ
ズ
は
祖
父
と
難
し
い
関
係
に
あ
る
。
小
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
や
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ

る
孫
と
そ
の
祖
父
母
と
の
関
係
を
記
述
し
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物

語
で
祖
父
母
の
演
じ
て
い
る
役
割
を
記
述
し
な
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
リ
ス
は
、
サ
ト
ラ
ピ
の
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
を
、
単
に

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
の
読
み
の
補
助
と
し
て
用
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ

ら
の
小
説
と
同
列
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
に
よ

っ
て
、
生
徒
た
ち
に
は
、
他
の
四
冊
の
小
説
と
関
わ
る
た
め
の
枠
組
み
が
準
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
と
い
う
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

は
け
っ
し
て
小
説
に
対
し
て
従
属
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

こ
の
場
合
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
Ⅰ
』
は
唯
一
ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
な
（
視
覚
的
な
）
情
報
を
学
習
者
に
も
た
ら
す
「
連
続
的
芸
術
」
テ
ク

ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
活
字
だ
け
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小

説
を
読
み
解
き
、
関
連
づ
け
る
た
め
の
基
礎
を
学
習
者
に
も
た
ら
す
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
要
素
を
そ
な
え
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル

が
、
テ
ク
ス
ト
間
の
「
リ
ン
ク
」
を
築
く
た
め
の
足
場
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
国
語
学
習
を
「
効
果
的
に
」
し
て
い
く
た
め
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の

果
た
す
役
割
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
各
々
の
テ
ク
ス
ト
の
関
係
を
考
え
る
鍵
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。

2.2.2

事
例
２
―
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
大
都
会
』

『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
く
』
第
９

章
「
都
市
部
の
高
等
学
校
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
、
ア
ニ
メ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
」
で
、
フ
レ
イ
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ

ナ
ー
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
大
都
会
』
と
い
う
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
用
い

た
作
文
単
元
の
実
践
報
告
と
そ
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―

大
都
会
』
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
の
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
描
い
た
も
の

で
、
一
貫
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
た
物
語
と
い
う
よ
り
も
、
絵
に
よ
る
短
い

小
話
を
集
め
た
短
編
集
と
し
て
の
色
彩
が
濃
い
。

フ
レ
イ
ら
は
こ
の
実
践
の
「
目
的
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

私
た
ち
は
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
間
で
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の

地
位
に
興
味
を
覚
え
た
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
隠
れ
た
リ
テ
ラ
シ
ー

（h
idden

literacy

）
が
、
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を

作
り
出
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
私
た
ち
の
生
徒
が
有
し

て
い
る
多
彩
な
リ
テ
ラ
シ
ー
に
注
意
を
向
け
、
そ
れ
を
発
達
さ
せ
た
い
と

考
え
た
。（F

rey
an

d
F

ish
er,in

C
arter

(ed.)
p.132

）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
読
み
解
い
た
り
、
そ
の
形
式
に
よ
っ
て
表
現
す
る

力
の
こ
と
が
こ
こ
で
は
「
隠
れ
た
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
が
潜
在
的
に
有
し
て
い
る
「
多
彩
な
リ

テ
ラ
シ
ー
」
を
引
き
出
し
、
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
が

示
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
フ
レ
イ
ら
の
実
践
の
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
。
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

フ
ー
バ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（H

oov
er

H
ig

h
S

ch
ool

）
は
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
の
人
口
密
集
地
域
の
も
っ
と
も
貧
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
に
あ
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る
。
こ
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
は
、
そ
の
多
様
性
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
二
二
〇
〇
名
の
生
徒
た
ち
が
三
〇
以
上
の
言
語
を
話
し
、
連
邦
政
府

の
無
料
ラ
ン
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
用
を
受
け
て
い
る
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス

の
三
二
人
の
生
徒
た
ち
は
、
九
年
生
で
、
困
難
を
抱
え
た
読
者
お
よ
び
書

き
手
の
た
め
の
九
〇
分
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
三
二
人
の
生
徒
の
う
ち
、
七
二

パ
ー
セ
ン
ト
の
生
徒
た
ち
は
英
語
学
力
が
ま
だ
不
十
分
な
英
語
そ
の
も
の

の
学
習
者
（E

n
g

lish
-

la
n

g
u

a
g

e
lea

rn
ers

）
で
あ
る
。G

a
tes-

M
acG

in
ite

assessm
en

t
(2000)

に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
平
均
的
な
読
書

レ
ベ
ル
は
五
・
四
で
あ
る
。
三
二
名
中
、
二
四
人
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
系

で
あ
り
、
四
人
が
ア
ジ
ア
系
、
三
人
が
ア
フ
リ
カ
系
で
あ
っ
て
、
白
人
は

一
人
で
あ
る
。

大
都
市
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
大
学
と
の
、
教
師
―
教
育
者
連
携
の
一

環
と
し
て
、
私
た
ち
は
多
様
性
の
あ
る
背
景
を
控
え
た
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
の
リ
テ
ラ
シ
ー
獲
得
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
促
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
抱
い
た
。
本
論
文
は
、
生
徒
た
ち
の
作
文

ス
キ
ル
を
発
達
さ
せ
る
媒
体
と
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
使
用
を

強
調
し
た
、
九
年
生
の
作
文
コ
ー
ス
で
の
私
た
ち
の
指
導
経
験
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。（F

rey
an

d
F

ish
er,pp.132-133

）

九
年
生
は
、
日
本
で
言
え
ば
中
学
校
三
年
生
に
あ
た
る
。
右
に
述
べ
ら
れ
た

内
容
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
し
か
も

英
語
を
母
語
と
し
な
い
学
習
者
も
少
な
く
な
い
学
校
で
の
実
践
で
あ
る
。
そ
の

状
況
に
お
い
て
「
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
リ
テ
ラ
シ
ー
獲
得
を
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
た
、
大
学

と
教
育
現
場
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
レ
イ
ら
は
「
生
徒
た
ち
の
作
文
ス
キ
ル
を
発
達
さ
せ
る
媒
体
」
と
し
て

「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
用
い
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
一
つ
が
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
、
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
『
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
大
都
会
』
で
あ
っ
た
。『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
大
都
会
』
を
取
り

上
げ
た
理
由
と
し
て
は
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
　
都
市
生
活
の
日
常
と
い
う
題
材
が
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
な
じ
み
の
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と

②
　
ス
ト
ー
リ
ー
が
た
い
て
い
一
頁
か
ら
三
頁
で
完
結
し
て
い
る
こ
と

③
　
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
芸
術
ス
タ
イ
ル
が
、
生
徒
た
ち
の
な
じ
ん
で
い
る
ア
ニ

メ
等
の
そ
れ
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と

フ
レ
イ
ら
は
こ
の
三
点
の
う
ち
、
と
く
に
③
を
重
視
し
た
。
生
徒
に
な
じ
み

の
な
い
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
生
徒
た
ち
の

「
テ
ク
ス
ト
理
解
」
が
引
き
出
せ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
す
べ
て

が
生
徒
た
ち
の
文
化
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
用
い
る
こ

と
は
、
彼
ら
の
未
知
の
何
か
を
学
ば
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
生
徒
た

ち
が
抱
い
て
い
る
も
の
を
指
導
者
側
が
吸
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
教
材
（
学
習
材
）
に

し
て
い
こ
う
と
す
る
場
合
に
と
く
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

フ
レ
イ
ら
は
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
大
都
会
』
の
な
か
か
ら
、

「
消
防
栓
（H

y
dran

t

）」
と
い
う
、
六
コ
マ
の
絵
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
の
一
人
一
人
に
、
こ
と
ば
の
な
い
六
コ
マ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

配
布
し
た
。
水
道
の
な
い
ア
パ
ー
ト
に
住
む
一
人
の
女
性
の
話
で
あ
る
。
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彼
女
は
水
汲
み
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
階
段
を
下
り
、
消
防
栓
の
と
こ
ろ
ま
で

行
っ
て
赤
ん
坊
の
ミ
ル
ク
の
た
め
の
水
を
汲
み
に
行
く
。
赤
ん
坊
に
ミ
ル

ク
を
飲
ま
せ
る
時
、
彼
女
は
、
鏡
の
フ
レ
ー
ム
に
貼
っ
た
熱
帯
地
方
の
何

枚
か
の
風
景
写
真
を
物
憂
く
見
つ
め
る
。
一
枚
の
写
真
に
は
、
肩
に
か
け

ら
れ
た
棒
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
運
ぶ
一
人

の
女
性
が
写
っ
て
い
る
。（F

rey
an

d
F

ish
er,p.134

）

フ
レ
イ
ら
が
用
い
た
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
頁
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、『
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
』
の
原
著
を
見
る
と
、
次
の
頁
に
、
そ
の
後
近
所
で
火
事
が
起
こ

り
、
消
防
隊
が
出
動
し
て
消
火
活
動
に
当
た
っ
た
後
に
消
防
栓
に
施
錠
さ
れ
た

た
め
、
こ
の
女
性
は
水
を
汲
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
三
コ
マ
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
続
い
て
い
る
。
女
性
の
が
っ
か
り
し
た
表
情
を
描
い
た
コ
マ
が
こ
の

ス
ト
ー
リ
ー
全
体
の
オ
チ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
の
オ
チ
を
見
せ
ず
に
考

え
さ
せ
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
た
め
か
、
こ
の
部
分
は
フ
レ
イ
ら
の
実
践
で

は
生
徒
の
前
に
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
協
同
の
読
み
―
思
考
発
話
と
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

フ
レ
イ
ら
は
ま
ず
、「
思
考
発
話
」
や
「
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」
を
用

い
て
、「
消
防
栓
」
に
つ
い
て
の
「
協
同
の
読
み
」
を
行
っ
た
。
絵
だ
け
で
構

成
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
た
め
、
文
字
を
読
む
必
要
は
な
い
の
だ
が
、
こ

の
六
コ
マ
の
絵
を
も
と
に
文
章
を
書
く
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ

リ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
い
き
な
り
書
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
話
し
こ
と
ば
で
ど

れ
だ
け
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
探
究
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
く

そ
の
後
、
フ
レ
イ
ら
は
生
徒
た
ち
に
い
く
つ
か
の
単
語
を
用
い
て
ス
ト
ー
リ

ー
を
書
か
せ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
「
新
し
い
土
地
で
よ

り
よ
い
生
活
を
送
る
と
い
う
約
束
が
破
ら
れ
た
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ

た
と
い
う
。
次
に
、
二
人
の
生
徒
の
書
い
た
文
章
を
示
す
。

○
フ
ェ
デ
リ
コ
（F

rederico

）
の
最
初
の
草
稿
「
ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
の
脱
出
」

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
る
地
を
彼
ら
は
Ｕ
Ｓ
と
呼
ぶ
。
こ
の
ジ
ャ
マ
イ

カ
の
女
性
は
消
防
栓
か
ら
水
を
汲
み
な
が
ら
考
え
る
。「
故
郷
に
い
た
方

が
よ
か
っ
た
よ
。」
彼
女
の
近
所
の
家
々
は
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
彼
女
の

家
も
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
彼
女
と
赤
ん
坊
の
上
に
落
ち
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
、
彼
女
は
息
子
を
養
う
た
め
に
水
を
運
び
あ

げ
る
。「
こ
っ
ち
に
お
い
で
」
と
言
っ
た
。「
食
べ
物
は
こ
れ
で
十
分
ね
。」

赤
ん
坊
に
ミ
ル
ク
を
や
り
な
が
ら
、
写
真
を
見
る
。
彼
女
は
故
郷
に
帰
っ

た
。
そ
し
て
言
っ
た
。「
こ
れ
が
一
番
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
る
土
地

よ
。」
と
。

○
サ
ン
ジ
ッ
ト
（S

an
jit

）（
数
年
前
に
家
族
と
一
緒
に
タ
イ
国
か
ら
移
民
し
て

き
た
生
徒
、
生
活
の
困
難
に
直
面
）「
皮
肉
（Iron

y

）」

人
生
は
み
じ
め
な
も
の
だ
よ
ね
、
そ
う
だ
ろ
？

自
由
と
幸
福
…
そ
れ
を

ア
メ
リ
カ
が
約
束
し
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？

そ
れ
が
、
ま
だ

島
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
あ
た
し
が
考
え
て
い
た
こ
と
さ
。「
お
ま
え
」

を
そ
の
た
め
に
生
ん
だ
の
に
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
じ
ゃ
貧
乏
っ
て
こ
と
な

ん
だ
。
自
分
の
息
子
を
養
う
た
め
に
こ
ん
な
に
働
き
通
し
で
い
な
け
り
ゃ

な
ら
な
い
な
ん
て
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
よ
。
は
は
は
。
逃
げ
ら
れ
な

い
け
ど
ね
。
で
も
、
故
郷
は
あ
た
し
の
人
生
に
幸
せ
を
く
れ
る
も
の
さ
。

右
の
二
つ
の
文
章
の
う
ち
、
フ
ェ
デ
リ
コ
の
も
の
は
他
の
生
徒
た
ち
と
同
じ

く
、
こ
の
六
コ
マ
の
絵
に
「
新
し
い
土
地
で
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
と
い
う
約

束
が
破
ら
れ
た
」
者
の
悲
哀
を
軸
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
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と
は
対
照
的
に
、
サ
ン
ジ
ッ
ト
の
も
の
は
六
コ
マ
の
最
後
の
絵
で
鏡
の
フ
レ
ー

ム
に
貼
っ
た
写
真
を
見
つ
め
る
女
性
の
独
白
を
書
い
て
い
て
、「
故
郷
は
あ
た

し
の
人
生
に
幸
せ
を
く
れ
る
も
の
さ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
め
く
く
っ
て

い
る
。
サ
ン
ジ
ッ
ト
の
境
遇
が
そ
の
よ
う
な
書
き
方
を
可
能
に
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

叙
述
の
仕
方
に
注
目
す
れ
ば
、
フ
ェ
デ
リ
コ
の
文
章
の
後
半
で
は
会
話
が
巧

み
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
協
同
の
読
み
」
の
な
か
で
営
ま
れ
た
「
思

考
発
話
」
や
「
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
サ
ン
ジ
ッ
ト
は
絵
に
描
か
れ
た
女
性
の
内
面
を
想
像
し
て
独
白
体

で
書
い
て
い
る
。
両
者
と
も
に
、
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
こ
と
ば
の
な
い
絵
だ
け
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
導
か
れ
て
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
対
す
る
意
味
づ
け
を
自
ら
に
手

持
ち
の
語
彙
と
文
法
を
用
い
て
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
他
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
他
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
、
絵

本
を
用
い
る

フ
レ
イ
ら
の
試
み
は
生
徒
た
ち
の
書
こ
う
と
す
る
意
欲
を
刺
戟
し
て
、
よ
い

反
応
を
導
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
た
め
、
フ
レ
イ
ら
は
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
』
の
他
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
、
他
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
及
び
絵
本
を

用
い
て
、
そ
の
後
二
週
間
に
わ
た
っ
て
「
消
防
栓
」
の
場
合
と
同
様
の
こ
と
を

営
み
、
授
業
を
進
め
た
。
フ
レ
イ
ら
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
察

し
て
い
る
。

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
図
像
を
通
し
て
作
者
が
ど
の
よ
う

に
ム
ー
ド
や
ト
ー
ン
を
持
ち
込
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
生
徒
た
ち

が
論
じ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
私
た
ち
は
こ
と
ば
を
用
い

て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
を
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。（F

rey
an

d
F

ish
er,p.136

）

け
っ
し
て
高
い
英
語
能
力
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
生
徒
た
ち
に
、「
ヴ

ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
働
き
か
け
、
文
章
を
書
く
契
機
を
も
た
ら
し

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
４
）
文
章
表
現
力
を
高
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
―
「
言
っ
た
は
死
ん

だ
」「
さ
ま
ざ
ま
な
濃
さ
の
意
味
」「
三
文
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

も
ち
ろ
ん
、「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
効
果
が
見
ら
れ
た
と
い

っ
て
も
、
生
徒
た
ち
の
文
章
表
現
能
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
そ
れ
だ
け
で

十
分
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
生
徒
た
ち
の
話
し
言
葉
・
書
き
言
葉
を
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
授
業
を
フ
レ
イ
ら
は
行
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
会
話
の
な
か
で
「
言
っ
た
（said

）」
と
い
う
表
現
を
使
い
す
ぎ

る
き
ら
い
が
生
徒
た
ち
に
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
て
、
述
べ
方
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
教
え
た
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
濃
さ
の
意
味
（sh

ades
of

m
ean

in
g

in

w
ords

）」
に
気
づ
か
せ
る
授
業
を
行
っ
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
濃
さ
の
意
味
」
と
い
う
メ
タ
フ
ォ
ア
（
地
域
の
家
庭
改

善
店
か
ら
寄
付
さ
れ
た
色
つ
き
カ
ー
ド
か
ら
着
想
し
た
も
の
）
を
用
い
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
は
一
つ
の
話
題
に
関
連
す
る
五
つ
の
単
語
の
連
続
体
を

選
び
、
編
成
し
た
。
生
徒
た
ち
は
カ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
辞
書
や

類
語
辞
書
と
首
っ
引
き
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
単
語
の
い
く
つ
か
を
作
文
で

用
い
た
。（F

rey
an

d
F

ish
er,p.138

）

た
と
え
ば
、「
空
腹
」
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
な
か
に
も
、「
お
な
か
ぺ
こ
ぺ

こ
の
（fa

m
ish

ed

）」「
が
つ
が
つ
し
た
（ra

v
ero

u
s

）」「
餓
死
し
そ
う
な

（starv
in

g
）」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
か
ら
移
住
し
て
二
年
ほ
ど
の
イ
ェ
セ
ニ
ア
と
い
う
生
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徒
は
、
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
「
消
防
栓
」
に
即
し
て
次
の
「
落
ち
込
ん
だ
女
」
と
い

う
文
章
を
書
い
た
と
い
う
。

錆
び
つ
い
た
街
の
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
あ
る
日
、
こ
の
女
性
は
家
の
外

に
水
を
汲
み
に
行
っ
た
。
彼
女
は
と
て
も
疲
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

水
を
汲
む
と
階
段
を
昇
っ
て
、
彼
女
の
お
な
か
ぺ
こ
ぺ
こ
の
（fa

m
is

h
e
d

）

赤
ん
坊
の
と
こ
ろ
へ
戻
っ
た
。
玄
関
も
廊
下
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
、
部
屋
に
入

っ
た
時
に
は
、
が
つ
が
つ
し
た
（ra

v
e

ro
u

s

）
赤
ん
坊
が
待
っ
て
い
た
。

ほ
乳
瓶
の
準
備
を
し
て
赤
ん
坊
の
隣
に
腰
掛
け
、
鏡
を
見
た
。
そ
し
て
思

っ
た
。「
私
の
島
に
そ
の
ま
ま
暮
ら
し
て
い
た
ら
も
っ
と
よ
か
っ
た
の
か

な
。」
彼
女
は
落
ち
込
ん
で
い
た
。
だ
っ
て
、
彼
女
自
身
も
彼
女
の
餓
死

し
そ
う
な
（s

ta
rv

in
g

）
赤
ん
坊
も
、
助
け
る
た
め
に
何
も
し
て
や
れ
な

か
っ
た
の
だ
か
ら
。

日
本
語
に
訳
し
て
し
ま
う
と
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
イ
ェ
セ
ニ
ア

の
文
章
の
原
文
に
は
綴
り
の
間
違
い
や
文
法
的
な
ミ
ス
が
少
な
く
な
い
。
タ
イ

ト
ル
で
す
ら
単
数
形
（w

om
an

）
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
複
数
形
（w

om
en

）
と

し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
に
は
「
空
腹
」
を
あ
ら
わ
す

語
の
「
意
味
の
濃
さ
」
に
つ
い
て
彼
女
自
身
が
調
べ
上
げ
た
成
果
が
反
映
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
文
を
続
け
て
書
く
た
め
に
「
三
文
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
授
業
も

行
わ
れ
た
。

こ
の
簡
単
な
作
文
練
習
で
は
、
教
師
が
三
つ
の
ア
イ
デ
ア
（
単
語
で
は

な
く
）
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
続
け
て
生
徒
た
ち
が
そ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
を

一
貫
し
た
文
に
移
し
替
え
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を
表
現

す
る
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
を
生
み
出
す
た
め
に
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を

や
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
聞
き

覚
え
た
単
語
や
そ
れ
以
外
の
思
い
つ
い
た
単
語
を
用
い
て
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
含
む
文
を
書
い
た
。
生
徒
た
ち
が
先
走
っ
て
文
章
の
組
み
合
わ
せ
の

プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
一
度
に
示
さ
れ
る
ア
イ
デ
ア

は
一
つ
だ
け
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。（F

rey
an

d
F

ish
er,p.139

）

た
と
え
ば
、
第
一
文
に
「
十
代
の
人
」
に
つ
い
て
、
第
二
文
に
「
食
べ
物
」

に
つ
い
て
、
第
三
文
に
「
罪
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
書
く
よ
う
に
求
め
る

と
、
次
の
よ
う
な
三
文
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
る
。

（
十
代
の
人
）
若
者
は
自
分
の
き
ょ
う
だ
い
を
見
下
ろ
し
た
。

（
食
べ
物
）
そ
れ
か
ら
、
そ
の
目
は
彼
ら
の
昼
食
に
注
が
れ
た
。

（
罪
）
す
ば
や
く
、
彼
は
そ
の
昼
食
を
ひ
っ
た
く
っ
て
逃
げ
た
。

「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
刺
戟
を
も
と
に
し
て
切
り
開
か
れ
た

発
想
を
よ
り
ゆ
た
か
に
表
現
さ
せ
て
い
く
た
め
の
工
夫
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
５
）
蓄
積
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ
イ
作
り

こ
の
よ
う
な
営
み
を
経
て
、
最
終
的
に
フ
レ
イ
ら
が
試
み
た
の
は
「
蓄
積
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ
イ
作
り
」
で
あ
っ
た
。

「
消
防
栓
」
を
用
い
た
授
業
を
行
っ
て
か
ら
数
週
間
経
っ
て
、
最
終
的
な
課

題
と
し
て
の
「
フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ
イ
」
作
り
に
フ
レ
イ
ら
は
着
手
し
た
。

こ
の
課
題
は
私
た
ち
の
創
造
的
作
文
指
導
を
拡
張
す
る
た
め
に
考
案
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
自
伝
的
な
も
の
で
は
な
い
。
お
話
を
語
る

手
段
と
し
て
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
詳
し
く
吟
味
す
る
多
様
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
と

な
る
こ
と
を
私
た
ち
は
期
待
し
た
。
私
た
ち
は
生
徒
た
ち
に
使
い
捨
て
カ
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メ
ラ
を
配
り
、
学
校
で
そ
の
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
た
め
の
だ
い
た
い
の
ル

ー
ル
を
説
明
し
た
。
そ
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
最
初
の
フ
レ
ー
ム
は
、
裏

カ
バ
ー
の
内
側
に
収
め
る
「
著
者
に
つ
い
て
」
欄
に
用
い
る
写
真
で
あ
っ

た
。（F

rey
an

d
F

ish
er,p.140

）

「
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
」
で
撮
影
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
図
像
を
探
し
た
り
、『
か
よ
う
び
の
よ
る
』（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ズ
ナ

ー
、
当
麻
ゆ
き
訳
、
徳
間
書
店
、
一
九
九
四
年
）
の
よ
う
な
ほ
と
ん
ど
こ
と
ば

の
な
い
絵
本
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
な
ど
を
参
照
さ
せ
た
り
し
て
、
図
像
で

ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
さ
せ
、
そ
の
図
像
を
見
な
が
ら
書
き
言
葉
で
エ
ッ
セ
イ
を

作
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
フ
レ
イ
ら
は
、
少
な
く
と
も
十
五
の
図
像
を
含
め
た
フ

ォ
ト
・
エ
ッ
セ
イ
を
作
る
よ
う
に
求
め
た
と
い
う
。

私
た
ち
は
原
稿
を
読
み
、
修
正
を
手
伝
っ
た
。
最
終
段
階
で
、
生
徒
た

ち
は
友
だ
ち
と
行
う
編
集
活
動
（p

eer
ed

itin
g

）
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

れ
か
ら
、
彼
ら
は
、
学
校
の
製
本
機
を
用
い
て
綴
じ
合
わ
せ
た
冊
子
に
図

像
と
本
文
を
貼
り
付
け
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
あ
が
っ
た
作
品
群
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ

ー
に
つ
い
て
の
魅
力
的
な
レ
ン
ズ
で
あ
り
、
少
年
少
女
の
作
文
に
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
を
織
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
三
二
人
の
生
徒
全
員

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
し
た
。（F

rey
an

d
F

ish
er,p.141

）

「
フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ
イ
」
を
書
か
せ
て
、
そ
れ
を
一
冊
の
本
に
す
る
と
い
う

か
た
ち
で
こ
の
実
践
は
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持

ち
、
英
語
能
力
も
多
様
で
あ
る
生
徒
た
ち
の
そ
の
全
員
が
「
フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ

イ
」
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
大
き
な
学
習
成
果
が

上
が
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
平
均
四
七
八
語
の
エ
ッ
セ
イ
を
生

徒
た
ち
が
書
い
た
と
い
う
。
フ
レ
イ
ら
も
「
最
終
的
に
質
の
高
い
作
文
が
生
み

出
さ
れ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
実
践
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
役
割
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

最
初
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
は
、
よ
く
て
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
で
あ

り
、
悪
け
れ
ば
時
間
の
浪
費
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
私
た

ち
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が
真
剣
な
作
文
に
生

徒
た
ち
を
取
り
組
ま
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
形
式
は
、
対
話
、
ト
ー
ン
、
ム
ー
ド
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
文
の
技
法
を
支
援
す
る
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
ボ
キ

ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
、
私
た
ち
は
、
補
習
的
な
ス
キ
ル
指
導
に
ば
か

り
焦
点
を
当
て
よ
う
と
す
る
誘
惑
に
打
ち
勝
ち
、
そ
の
か
わ
り
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
と
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
生
徒
た
ち
を
学
校
リ
テ
ラ
シ
ー

に
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
や
メ

デ
ィ
ア
の
諸
形
式
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
生
徒
達
に
作
文

の
技
巧
と
仕
組
み
に
つ
い
て
教
え
る
空
間
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
私
た

ち
の
生
徒
た
ち
は
よ
り
よ
い
書
き
手
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
よ
り
よ
い
消
費
者
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。（F

rey
an

d
F

ish
er,p.143

）

こ
の
実
践
に
お
い
て
フ
レ
イ
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
最
初
の
教
材
と
し
て
選
び

取
っ
た
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
大
都
会
』
は
、
ま
ず

生
徒
作
文
を
生
み
出
す
刺
激
材
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
細
や
か
な
指
導
過
程
を
踏
み
な
が
ら
、
そ
の
過
程
の
折
々
に
お
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い
て
、
生
徒
た
ち
が
「
書
く
こ
と
」
に
熱
中
さ
せ
る
た
め
の
手
だ
て
と
し
て
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が
国
語
学

習
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
掘
り
下
げ
、

示
し
た
実
践
報
告
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

３．

リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
足
場
と
し
て
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ノ
ベ
ル

3.1

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
国
語
学
習
の
「
相
互
関
連
性
」

た
と
え
ば
文
学
作
品
を
マ
ン
ガ
化
し
た
も
の
は
、
わ
が
国
に
も
少
な
く
な

い
。
マ
ン
ガ
化
さ
れ
た
も
の
と
原
作
と
の
「
比
べ
読
み
」
か
ら
多
く
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
フ
ァ
レ
ル
・
ダ
リ
ン
プ
ル
の
『
ポ
ッ

プ
・
ガ
ン
・
ウ
ォ
ー
』（『
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
く
』
第
六
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
の
よ
う
に
、
暗
黙

の
う
ち
に
い
く
つ
か
の
文
学
作
品
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
な
る
と
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
フ
ァ
レ
ル
・
ダ
リ
ン
プ
ル
の
作
品
は

『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』
や
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
や
『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』

を
下
敷
き
に
し
て
（
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
？
）
成
り
立
っ
て
い
る
。『
ポ

ッ
プ
・
ガ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
の
場
合
、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
」
や
「
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
的
成
長
物
語
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
学
単
元
の
一
つ
と
し
て
、『
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
』『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
と
併
せ
読
む
と

い
う
構
想
を
立
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

『
ポ
ッ
プ
・
ガ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
ほ
ど
で
な
い
に
し
て
も
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ

ベ
ル
が
「
文
学
的
な
コ
ミ
ッ
ク
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
作
品
世
界
そ
の

も
の
が
先
行
す
る
芸
術
作
品
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と

で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
は
古
典
や
名
作
と
関
連
性
を

持
っ
た
「
文
学
的
な
コ
ミ
ッ
ク
」
ば
か
り
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
右
に
述
べ
た

よ
う
に
文
学
作
品
と
の
関
連
性
を
探
究
し
て
そ
の
学
習
の
可
能
性
を
探
る
こ
と

は
、
文
学
教
育
の
一
環
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
つ
と
み
な
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ

ろ
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
国
語
科
内
容
と
の
「
相

互
関
連
性
」
を
探
っ
て
い
く
上
で
は
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
国
語
科
の
教
科
内
容
に
入
る
の
は
そ
の
よ
う
な

「
相
互
関
連
性
」
を
求
め
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
カ
ー
タ

ー
編
『
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
リ
テ
ラ
シ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

を
築
く
』
に
収
め
ら
れ
た
論
考
群
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
こ
と

が
ら
で
あ
る
。

3.2

リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
足
場
と
し
て
の
「
連
続
的
芸
術
」

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
「
連
続
的
芸
術
」
を
扱
う
こ
と

は
、
い
か
な
る
意
味
で
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
契
機
と
な
る
の
か
。
そ
の
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
や
マ
ン
ガ
、
コ
ミ
ッ

ク
の
「
作
り
方
」
を
教
え
る
と
い
う
実
践
で
あ
る
。
マ
ク
ラ
ウ
ド
の
『
マ
ン
ガ

学
』（
岡
田
斗
司
夫
監
訳
、
一
九
九
八
）
を
は
じ
め
と
し
て
、「
連
続
的
芸
術
」

の
「
作
り
方
」
の
参
考
書
は
少
な
く
な
い
。

先
に
検
討
し
た
フ
レ
イ
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
実
践
は
都
市
部
の
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
学
習
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
高
校
生
に
「
作
文
」
を

教
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
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ベ
ル
を
そ
の
学
習
の
契
機
な
い
し
刺
激
材
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、「
蓄
積
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
生
徒
た
ち
に
「
フ
ォ
ト
・
エ
ッ

セ
イ
」
を
作
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
描
画
の
負
担
か
ら
生
徒
た
ち
を
解
放
し

て
、
そ
の
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
成
へ
と
振
り
向
け
る
た
め
の

工
夫
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ン
ガ
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
な
ど
の
「
連
続
的
芸
術
」
に
と
っ
て
「
文

章
」
は
必
ず
し
も
必
要
な
も
の
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
絵
だ

け
で
描
か
れ
た
も
の
に
せ
よ
、
マ
ン
ガ
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
そ
れ
を
読
む
者
は
自
ら
の
こ
と
ば
を
刺
戟
さ
れ
る
。
フ
レ
イ
と
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
の
実
践
は
、
ア
イ
ズ
ナ
ー
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』
の
一
コ
マ
を
素
材
と

し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
働
き
か
け
た
実
践
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
足
場
づ
く
り
と

な
る
根
拠
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
が

連
続
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
の
連
続
性
が
読
者
に
物

語
ら
せ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
足
場
づ
く
り
の
一
つ
を
示
し
た
も
の
が
、
モ
リ
ソ
ン
ら

（M
orrison

et.al.,
2002

）
の
提
案
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
①
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
は
ほ
と
ん
ど
の
中
学
生
の
生
活
に
か
か
わ
っ
て
い
る
、
②
生
徒
た
ち
は

メ
デ
ィ
ア
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
批
判
的
な
消
費
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

③
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
が
中
学
生
に
人
気
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
三
つ
の
認
識
を
持
ち
な
が
ら
、
教
室
で
の
コ
ミ

ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
意
義
と
し
て
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

・
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
横
断
す
る
活
動

に
お
け
る
作
文
、
理
解
、
調
査
ス
キ
ル
の
発
達
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

・
コ
ミ
ッ
ク
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
対
話
（
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）
や
簡
潔

で
劇
的
な
語
彙
や
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
方

を
調
べ
る
。

・
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
は

自
分
の
作
文
を
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
に
表
現
す
る
機
会
が
も
た
ら
さ

れ
る
。

・
多
く
の
教
室
で
の
生
徒
作
文
は
、
生
徒
の
生
活
上
の
出
来
事
に
つ
い
て

の
個
人
的
な
語
り
や
彼
ら
が
想
像
し
た
こ
と
を
虚
構
的
に
組
み
立
て
た

も
の
、
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
も
の
に
限
ら
れ
て
き
た
。
コ
ミ
ッ
ク
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
記
述
や
伝
記
的
文
章
を
含
ん
だ
説

明
的
な
文
章
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
は
、
生

徒
た
ち
の
言
語
的
な
知
を
拡
張
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
ば
か
り

で
な
く
、
視
覚
的
―
空
間
的
な
知
を
探
究
し
た
り
広
げ
た
り
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。

・
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
活
用
は
、
理
解
方
略
指
導
に
も
役
立
つ
。

・
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
作
り
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
、
読
ん
だ
も
の

の
ど
こ
が
重
要
で
あ
る
か
を
決
定
し
た
り
、
言
い
換
え
た
り
、
論
理
的

に
構
造
化
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

（M
orrison

et.al.,2002,pp.759-760

）

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は
、
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
先
に
検
討
し
た
フ
レ
イ
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
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の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
取
り
上
げ
た
実
践
報
告
と
同
じ
く
、
コ
ミ
ッ
ク
ブ

ッ
ク
が
特
に
生
徒
た
ち
の
表
現
活
動
を
促
す
も
の
だ
と
言
う
。
そ
し
て
、
リ
テ

ラ
シ
ー
の
教
育
の
全
般
に
わ
た
る
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
重
要
だ
と
指
摘
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
実
際
に

生
徒
た
ち
に
対
し
て
「
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
構
造
」
に
つ
い
て
教
え
る
た
め
の

具
体
的
提
案
も
行
わ
れ
て
い
る
。
モ
リ
ソ
ン
ら
の
言
う
「
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の

構
造
」
と
は
「
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
」「
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
」「
描
画
（
人

物
描
写
、
下
書
き
・
清
書
・
彩
色
、
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
）」「
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
四
つ
の
側
面
を
持
つ
（M

orrison
et.al.

（2002

）pp.760-765

）。
こ

の
う
ち
、「
描
画
」
の
「
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘

が
為
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１．

シ
ョ
ッ
ト
を
確
定
す
る
こ
と
は
そ
の
場
面
の
設
定
を
確
定
す
る
こ
と

だ
。

２．

高
い
ア
ン
グ
ル
の
シ
ョ
ッ
ト
は
、
目
線
よ
り
高
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ア

ン
グ
ル
で
そ
の
場
面
を
描
く
。

３．

低
い
ア
ン
グ
ル
の
シ
ョ
ッ
ト
は
、
目
線
よ
り
低
い
ア
ン
グ
ル
か
ら
そ

の
場
面
を
描
く
。

４．

広
角
シ
ョ
ッ
ト
と
も
呼
ば
れ
る
望
遠
シ
ョ
ッ
ト
は
、
す
べ
て
の
登
場

人
物
、
行
動
、
設
定
を
一
つ
の
コ
マ
に
収
め
る
も
の
だ
。

５．

中
間
シ
ョ
ッ
ト
は
、
行
動
を
前
景
に
も
背
景
に
も
位
置
づ
け
る
。

６．

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
は
、
登
場
人
物
の
感
情
を
表
情
や
そ
の

他
の
し
ぐ
さ
を
通
し
て
描
く
、
視
覚
的
な
感
嘆
符
で
あ
る
。

７．

表
情
の
ご
く
一
部
だ
け
を
見
せ
る
極
端
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ

ト
は
、
激
し
い
感
情
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
無
生
物
に

適
用
さ
れ
る
場
合
、
特
定
の
細
部
に
注
意
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に
な

る
。

８．
「
鳥
瞰
図
」
と
も
呼
ば
れ
る
見
下
ろ
す
シ
ョ
ッ
ト
は
、
空
か
ら
の
、

見
渡
す
、
見
下
ろ
す
視
座
を
あ
ら
わ
す
。

９．
「
蛙
瞰
図
（w

orm
’s-ey

e-v
iew

）」
と
呼
ば
れ
る
見
上
げ
る
シ
ョ
ッ

ト
は
、
低
い
視
座
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
視
点
か
ら
描
く
と
、
登
場
人
物

が
印
象
的
で
脅
威
的
に
見
え
る
。

10．

肩
越
し
の
シ
ョ
ッ
ト
と
は
、
文
字
通
り
登
場
人
物
の
肩
越
し
に
見
え

る
か
た
ち
で
描
か
れ
る
も
の
で
、
コ
マ
の
端
っ
こ
に
そ
の
人
物
の
頭
や

肩
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

11．

主
観
（poin

t-of-view

―
「
視
点
」
と
訳
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
意
訳
し
た
）
シ
ョ
ッ
ト
は
、
登
場
人
物
の
一
人
が
見
た
こ
と

を
あ
ら
わ
す
働
き
を
す
る
。

12．

反
対
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
の
シ
ョ
ッ
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
コ
マ
の
ア
ン

グ
ル
と
は
対
照
的
な
視
座
を
提
供
す
る
。

こ
う
し
た
こ
と
の
指
導
の
積
み
重
ね
が
、
表
現
形
式
に
つ
い
て
の
生
徒
た
ち

の
関
心
を
促
し
、
自
覚
化
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
伊
藤
剛
（
二
〇
〇
五
）
ら
の
展
開
す
る
「
マ
ン
ガ
表
現
論
」
の
追
究
す
る
こ

と
が
ら
と
も
重
な
る
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
表
現
を
も
と
に
こ
う
し
た
問
題
へ
の

関
心
を
持
た
せ
て
い
く
こ
と
が
文
章
に
お
け
る
表
現
構
造
を
捉
え
る
た
め
の
視
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座
を
形
成
す
る
の
で
あ
り
、
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
問
題
で

あ
る
。

3.3

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
の
活
用

家
島
明
彦
（
二
〇
〇
七
）
は
、
心
理
学
研
究
の
立
場
か
ら
「
マ
ン
ガ
を
対
象

と
し
た
学
術
的
な
研
究
」
を
概
観
し
、
心
理
学
に
お
い
て
「
マ
ン
ガ
が
持
っ
て

い
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
独
特
な
『
表
現
形
式
』
に
関
連
し
た
認
知
心
理
学
的
研

究
」
を
中
心
と
し
た
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
研
究
論
文
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
は
「
極
端
に
少
な
く
」、「
未
だ
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な

い
」
と
し
て
い
る
。
家
島
は
諸
論
文
を
検
討
し
た
上
で
、「
心
理
学
に
お
け
る

マ
ン
ガ
に
関
す
る
研
究
」
の
「
展
望
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
具
体

的
な
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
（
１
）「
マ
ン
ガ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
影
響
に
焦

点
を
当
て
た
研
究
を
」（
２
）「
自
己
形
成
と
関
連
す
る
研
究
を
」（
３
）「
読
者

の
側
か
ら
マ
ン
ガ
の
影
響
を
検
討
す
る
研
究
を
」（
４
）「
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
い
う

視
点
の
導
入
を
」
と
い
う
四
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

家
島
の
言
う
（
１
）（
３
）
は
国
語
の
「
学
習
材
」
と
し
て
の
マ
ン
ガ
の
意

義
に
関
わ
り
、（
２
）
は
国
語
科
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
も
の
の
、
リ

テ
ラ
シ
ー
学
習
に
お
い
て
学
習
者
の
内
面
に
何
が
生
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題

に
関
わ
る
。（
４
）
は
マ
ン
ガ
を
「
学
習
材
」
と
し
て
見
た
と
き
、
そ
の
表
現

機
構
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
こ
に
読
者
に
対
す
る
「
呼
び
か
け
構
造
」
を
ど

の
よ
う
に
見
出
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。

国
語
科
教
育
に
お
い
て
も
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
を
利
用
し
た
学
習
指
導
は
従
来

か
ら
少
な
か
ら
ず
営
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、
近
年
に
お
い
て
は
マ
ン
ガ
批
評
の

文
章
そ
の
も
の
が
教
科
書
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
た
と

え
ば
、
夏
目
房
之
介
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
効
果
」『
精
選
国
語
Ⅱ
』
東
京
書
籍
、

平
成
一
二
年
版
）。
稿
者
は
、
従
来
の
国
語
学
習
に
お
い
て
は
、
マ
ン
ガ
（
漫

画
）
を
そ
の
学
習
に
お
け
る
学
習
内
容
の
理
解
を
助
け
る
働
き
を
担
う
も
の
と

し
て
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
の
位
置
づ
け
は
消
極
的
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
に
は
、
た
と
え
ば
、
映
像
と
こ
と
ば
と
の
関
係
を
捉

え
る
き
っ
か
け
や
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
と
意
義
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
も
た
ら

す
働
き
、
あ
る
い
は
学
習
者
各
自
に
言
語
表
現
・
言
語
生
活
の
内
省
を
促
す
働

き
な
ど
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
等
教
育
段
階
で
の
国
語
科
教
育
に
お
け
る
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
導
入
に
関
す
る
議
論
を
検
討
し
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
マ
ン
ガ

（
漫
画
）
が
国
語
学
習
に
果
た
す
積
極
的
な
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。
そ
れ
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
や
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
、
そ
し

て
マ
ン
ガ
（
漫
画
）
と
い
っ
た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
構
成
要
素
を
内
包
し
た
素
材

を
取
り
入
れ
る
と
、
ど
う
し
て
国
語
学
習
が
お
も
し
ろ
く
な
る
の
か
（
あ
る
い

は
、
な
ら
な
い
の
か
）
と
い
う
こ
と
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
営
み
で
も
あ
る
。

3.4

表
現
形
式
の
学
習
と
リ
テ
ラ
シ
ー
形
成

た
と
え
ば
、
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
『
は
つ
か
ね
ず
み
と
人
間
た
ち
』（
繁
尾

久
訳
、
旺
文
社
文
庫
、
一
九
七
四
年
）
の
よ
う
な
「
古
典
」
的
な
小
説
を
教
材

と
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
教
室
構
造
の
な
か
で
そ
れ
を
扱
え
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
は
、（
１
）
焦
点
化
さ
れ
た
授
業
（
２
）
手
引
き
さ

れ
た
指
導
（
３
）
協
働
の
学
び
（
４
）
一
人
学
び
、
と
い
う
四
つ
の
教
室
構
造

の
う
ち
、『
は
つ
か
ね
ず
み
と
人
間
た
ち
』
の
よ
う
な
「
古
典
」
は
、「
焦
点
化
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さ
れ
た
授
業
」
に
お
い
て
こ
そ
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
生
徒
た
ち
に
ス
キ

ル
や
方
略
を
学
習
さ
せ
る
場
合
に
は
適
さ
な
い
と
言
う
。
ま
し
て
や
「
一
人
学

び
」
に
は
ま
っ
た
く
向
か
な
い
と
し
て
い
る
（F

ish
er

&
F

rey
,

in
C

arter

(ed.)
2007,

p
.30

）。
さ
ら
に
、
も
し
も
思
考
ス
キ
ル
を
育
て
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
な
ら
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
や
絵
本
な
ど
を
用
い
た
方
が
効
果
的
だ

と
言
う
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
の
言
う
「
焦
点
化
さ
れ
た
授
業
」
及
び
「
手
引
き

さ
れ
た
指
導
」
と
は
従
来
の
国
語
科
に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
の
授
業
が
め
ざ

し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
は
「
生
徒
た
ち
を
ほ
ん
と
う
に
生
涯
に
わ
た
る
読
者

（lifelon
g

readers

）
に
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
本
を
読
む
機
会
を
も
た
ら
し
、

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
必
要

が
あ
る
」
と
言
う
。
こ
れ
は
、
生
徒
に
「
読
む
」
こ
と
を
学
ば
せ
る
た
め
に
重

要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
読
み
た
い
と
切
実
に
思
う
気
持
ち
を
生
徒

た
ち
の
う
ち
に
喚
起
す
る
た
め
に
必
須
の
こ
と
だ
か
ら
だ
。

「
羅
生
門
」
を
「
一
人
学
び
」
で
き
な
い
で
ど
う
す
る
の
だ
、
と
ひ
と
は
言

う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
舞
姫
」
を
「
一
人
学
び
」
で
き
な
い
と
い
う
状
況
は

す
で
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
舞
姫
」
に
は
も
は
や
国
語
科
に
お
け

る
教
材
価
値
が
な
い
と
言
え
る
か
。
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。
私
た
ち
が
「
舞

姫
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
多
彩
な
テ
ク
ス

ト
（m

u
ltiple

texts

）
の
な
か
に
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
舞
姫
」
を
置
い
た
な

ら
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
生
徒
た
ち
が
学
ぶ
可
能
性
は
十
分
残
さ
れ
て
い
る
は

ず
だ
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
が
言
っ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
の
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
も
教
え

る
。
そ
れ
は
、
教
材
と
す
る
テ
ク
ス
ト
の
内
部
に
の
み
生
徒
た
ち
の
理
解
す
べ

き
こ
と
が
ら
を
探
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
徒
た
ち
が
読
も
う
と
す
る
気
持

ち
を
喚
起
す
る
教
材
編
成
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

生
徒
た
ち
が
一
生
懸
命
読
も
う
と
す
る
状
況
を
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
一
心
に
読
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
状
況
を
作
っ
て
、
そ
こ
で
生
徒
た
ち
が
読
む
か
ら
こ
そ
、
読
む
力
ば

か
り
で
な
く
他
の
こ
と
ば
の
力
も
伸
ば
さ
れ
る
の
だ
、
と
い
う
信
念
を
そ
こ
に

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
、
放
課
後
を
使
っ
た
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
実
践
を
展
開
し
、
成
果
を
上
げ
た
ビ
ッ
ツ
（B

itz,
2004

）
は
そ
の

実
践
を
通
し
て
得
ら
れ
た
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
ビ
ッ
ツ
は
モ
リ
ソ
ン
ら
と
同
様
に
、
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の

表
現
形
式
を
子
ど
も
に
教
え
、
そ
れ
を
用
い
て
表
現
さ
せ
る
こ
と
が
子
ど
も
の

リ
テ
ラ
シ
ー
形
成
に
き
わ
め
て
有
効
に
作
用
す
る
と
し
た
。

描
か
れ
た
下
書
き
の
多
く
は
、
生
徒
た
ち
が
い
か
に
修
正
を
施
し
、
推

敲
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
が
ス
モ
ー

ル
ス
ケ
ー
ル
（
文
法
と
技
巧
）
や
ラ
ー
ジ
ス
ケ
ー
ル
（
物
語
構
造
や
主
題

の
一
貫
性
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
間
違
い
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
指

導
者
が
知
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
文
章
か
ら
最
終
的
な
コ
ミ
ッ

ク
ブ
ッ
ク
に
向
か
う
過
程
で
、
コ
ミ
ッ
ク
に
書
く
文
章
は
め
ざ
ま
し
く
改

善
さ
れ
る
―
誤
り
は
正
さ
れ
、
構
造
は
し
っ
か
り
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
声
が
生
き
生
き
と
す
る
―
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
…
こ
の
コ
ミ
ッ
ク

ブ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
限
定
さ
れ
た
国
語
学
力
し
か
持
た
な
い
子
ど
も

た
ち
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
…
観
察
に
あ
た
っ
た
者
の
こ
と
ば
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
下
書
き
と
清
書
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
に
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は
、
彼
ら
が
国
語
の
教
室
で
一
年
を
通
じ
て
生
み
出
す
以
上
の
文
章
が
残

さ
れ
て
い
た
。（B

itz,2006,pp.584-585

）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
生
徒
た
ち
の
作
っ
た
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
質
よ
り

も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
作
成
す
る
途
上
で
多
く
の
「
文
章
」
が
残
さ
れ
た
こ
と
が

重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
彼
ら
の
書
く
「
文
章
」

の
質
が
著
し
く
改
善
さ
れ
た
の
だ
。
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
表
現
形
式
を
用
い
た

と
い
う
こ
と
が
、
図
ら
ず
も
、
生
徒
た
ち
の
リ
テ
ラ
シ
ー
形
成
の
媒
介
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
限
定
さ
れ
た
国
語
学
力
し
か
持
た
な
い
子
ど
も
」

に
「
甚
大
な
影
響
」
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
事
実
は
重
く
見
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
や
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
を
用
い
た
学
習

は
、
国
語
科
の
教
材
価
値
論
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
と
も
、
教
材
編
成
・
単
元

編
成
論
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
と
も
、
学
習
形
態
論
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
と

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
読
む
こ
と
」
に
関
す
る
知
識
や

技
能
を
ど
の
よ
う
に
「
活
用
」
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
現

代
的
な
国
語
科
学
習
論
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
何
よ
り
従
来
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
射
程
を
広
げ
る
知

見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
お
わ
り
に
―
残
さ
れ
た
課
題

本
稿
の
「
２
」
で
検
討
し
た
文
献
の
編
者
カ
ー
タ
ー
は
、
ア
ー
ト
・
ス
ピ
ー

ゲ
ル
マ
ン
の
『
マ
ウ
ス
』
を
教
材
と
し
て
用
い
よ
う
と
し
た
際
に
、
あ
る
シ
ー

ン
を
管
理
職
か
ら
「
中
学
校
で
扱
う
に
は
不
適
切
だ
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
（C

arter,
2007,

p.18

）。
彼
は
ス
ピ
ー
ゲ
ル
マ
ン
の
『
マ
ウ
ス
』
を
、

中
学
校
二
年
生
が
喜
ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
素
材
で
あ
り
、
し
か
も
学
ぶ
と

こ
ろ
の
多
い
本
で
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
管
理
職
か
ら
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
二
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
、「
最

も
保
守
的
な
図
書
館
員
で
さ
え
も
『
安
全
』
と
認
め
る
10
冊
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ノ
ベ
ル
」
の
一
冊
に
こ
の
本
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、『
新
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
史
』
の
な
か
に
問
題
と
な
っ
た
ペ
ー
ジ
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
彼
は
言
う
。

も
し
も
教
育
的
な
可
能
性
が
あ
る
と
あ
な
た
が
信
じ
る
こ
と
の
で

き
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
で
あ
る
な
ら
、
き
っ
と
そ
の
本
自
体
が

管
理
職
と
の
闘
い
（
も
う
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
ほ
し
く
な
い
と

私
は
思
う
が
）
に
あ
な
た
を
勝
た
せ
て
く
れ
る
も
の
と
願
っ
て
い
る
。

（C
arter,2007,pp.18-20

）

こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
カ
ー
タ
ー
は
、
中
学
校
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ノ
ベ
ル
を
扱
う
際
に
、
自
分
が
生
徒
と
共
有
し
た
い
と
思
う
特
定
の
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
書
き
方
」
や
「
作
り
方
」
を
生
徒

に
教
え
、
各
自
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
を
作
ら
せ
る
と
い
う
方
向
に
向
か
っ

た
と
も
言
う
（C

arter,
2007,

p
.20

）。
こ
れ
は
、
カ
ー
タ
ー
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ノ
ベ
ル
と
い
う
「
形
式
」
の
持
つ
力
を
教
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

ス
ピ
ー
ゲ
ル
マ
ン
の
『
マ
ウ
ス
』
は
わ
が
国
で
も
つ
と
に
翻
訳
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
青
少
年
の
教
育
に
用
い
る
の
が
不
適
切
だ
と
思
う
人
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
図
書
で
あ
っ
て
も
そ
の

「
内
容
」
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
読
者
の
持
つ
価
値
観

に
左
右
さ
れ
る
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
体
験
を
題
材
に
し
た
『
マ
ウ
ス
』
の
よ
う
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な
図
書
の
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
カ
ー
タ
ー
は
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ノ
ベ
ル
と
い
う
「
形
式
」
を
用
い
て
生
徒
に
表
現
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を

重
ん
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

カ
ー
タ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
に
関
す
る
教

師
の
信
念
や
態
度
を
徹
底
的
に
検
討
し
た
研
究
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
と
言
う
。

教
師
た
ち
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
使
用
を
な
ぜ
た
め
ら
う
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
の
明
快
な
答
え
は
ま
だ
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
家

島
明
彦
の
指
摘
す
る
「
マ
ン
ガ
心
理
学
」
確
立
の
た
め
の
諸
問
題
と
か
か
わ
る

こ
と
で
あ
る
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
マ
ン
ガ
を
国
語
学
習
に
使
用
す
る
こ
と
を

教
師
が
な
ぜ
た
め
ら
う
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
ま
だ
明
確
な
回
答
が
得

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
私
た
ち
が
国
語
科
教
育
で

ど
の
よ
う
な
素
材
を
い
か
な
る
方
法
で
教
材
と
し
て
選
び
取
る
べ
き
な
の
か
と

い
う
、
国
語
科
教
材
論
の
根
本
的
な
問
題
を
も
提
起
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
の
役
割
を
考
え
て
い

く
上
で
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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付
記

本
稿
は
第
一
一
三
回
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
（
二
〇
〇
七
年
一
一
月

三
日
、
於
岡
山
大
学
教
育
学
部
）
に
お
け
る
自
由
研
究
発
表
「
国
語
学
習
に
お

け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ベ
ル
の
役
割
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
事
例
を
中
心
に

―
」
の
内
容
を
も
と
に
し
、
加
筆
・
訂
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
学
会
の
席

上
で
は
、
望
月
善
次
氏
、
浜
本
純
逸
氏
、
寺
井
正
憲
氏
か
ら
有
益
な
ご
質
問
と

ご
示
唆
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、g

rap
h

ic
n

ov
el

の
訳
語
と
し
て
、
学
会
発
表
の
折
は
「
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
・
ノ
ベ
ル
」
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
日
本
語
に
よ
る
表
記
を
関
連
文

献
等
で
調
べ
た
結
果
、「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ベ
ル
」「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ

ル
」「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ヴ
ェ
ル
」
と
い
う
三
つ
の
表
記
の
内
、
本
論
で
も

引
用
し
て
い
る
小
田
切
博
氏
の
著
作
を
は
じ
め
と
し
て
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ

ル
」
と
い
う
表
記
が
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
。
未
だ
、
定
訳
と
い
う
も
の
は
見

出
し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、「
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
」
と
い
う
表
記
で
統
一
し
た
。

（
広
島
大
学
）
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